
「（仮称）七ヶ宿長老風力発電事業環境影響評価準備書」 

に対する環境大臣意見 

本事業は、日立サステナブルエナジー株式会社が、宮城県白石市及び刈田郡

七ヶ宿町において、最大で出力 23,000kW の風力発電所を設置するものであり、

再生可能エネルギーの導入・普及の推進により、地球温暖化対策に資するもので

ある。 

一方、対象事業実施区域の周辺には、複数の住居が存在しており、風力発電設

備の稼働に伴う風車の影の予測結果において、事業者が参考とした参照値を複

数地点において超過している。 

また、対象事業実施区域の一部において、工事用・管理用道路の新設により自

然度の高い植生であるハンノキ群落を改変する計画となっている。 

以上のことから、本事業の実施に当たっては、以下の措置を適切に講ずるとと

もに、その旨を評価書に記載すること。 

１．総論 

事業実施に当たっては、以下の取組を行うこと。 

○事後調査について

（１）事後調査を適切に実施すること。また、その結果を踏まえ、必要に応じ

て、追加的な環境保全措置を適切に講ずること。

（２）上記の追加的な環境保全措置の具体化に当たっては、措置の内容が十分

なものとなるようこれまでの調査結果及び専門家等の助言を踏まえて、客

観的かつ科学的に検討すること。

（３）事後調査により本事業による環境影響を分析し、判明した環境の状況に

応じて講ずる環境保全措置について、検討の過程、内容、効果及び不確実

性の程度について報告書として取りまとめ、公表すること。

２．各論 

（１）風車の影に係る影響

対象事業実施区域の周辺には複数の住居が存在しており、風力発電設備の稼

働に伴う風車の影の予測結果について、事業者が参考とした参照値を複数地点

において超過している。 

このため、風力発電設備の稼働に伴う風車の影による生活環境への影響を回

避又は極力低減する観点から、以下の措置を講ずること。 

ア 評価書の作成までに、風力発電設備の配置について、更に詳細な検討を行

うとともに、それらの検討を踏まえ、調査、予測及び評価を再度実施し、そ

の結果に応じて、環境保全措置を検討・実施すること。また、評価書段階で

の予測及び評価結果に基づき、風車の影による生活環境への影響が生じる住

居への事前説明を十分に実施すること。
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イ 適切に事後調査を実施し、その結果、環境影響が十分に低減できていない

と判断された場合には、追加的な環境保全措置を講ずること。 

 

（２）植物に対する影響 

対象事業実施区域の一部において、工事用・管理用道路の新設により、自然

度の高い植生であるハンノキ群落を改変する計画となっていることから、専門

家等からの助言も踏まえ、既存道路の活用、工事用・管理用道路の設置場所の

見直し等により、自然度の高い植生の改変を回避又は極力低減すること。 




